
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

    

 

 

 

 

   

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

志紀おおぞらこども園  第 9号  

発行者：岡内鄕子 2026，10,13 

おおぞらっこニュース 

研究会には、八尾市教育センターからも参加が
あり、保育について熱く語る機会になりました。 

志紀小学校の校長先生と生活指導の先生、
そして、本園の職員が『幼児期に育んだ非認
知能力の育ちの道すじ』について、互いの教
育・保育について熱く意見を交わし合いまし
た。 
今、小学校では学習指導要領の改訂もあり
「好きを育む」というキーワードのもと、それをど
う学びにつなげていくのか、また子どものつぶ
やきをひろい、どう授業に生かしていくのかな
ど「非認知能力」の部分を大切にされていま
す。そして、幼児教育に培った遊び(＝学び)
がどう小学校教育のつながっていくのかを考
え合いました。 
とても興味深く、互いに深く深く学び合った貴
重な時間でした。 

アメリカのハーバード大学が「人は何によって幸福になるのか？」を科学的に解明するべく、７２４人の若者を対象に研究し、現在も継続中の

研究があります。その研究で明らかになったことは、子ども時代の家庭環境や人間関係が大人になってからの幸福度や健康に大きく影響する

という結論があります。それは、金銭や地位といった外的要因ではなく、幼少期の「親とのあたたかい関係」や「家庭内で責任をもってかかわっ

た体験」が“自己肯定感”や“社会性の発達”につながり、将来の仕事の成功や幸福感と深くかかわっているという点が注目されています。 

そして、子どもの将来や人生を豊かにするために必要な力が『非認知能力』で、この『非認知能力』や『自己肯定感』を上げる要因として考え

られるのが親子関係と言われており、親からかけられるあたたかい言葉や態度は、子どもの思考や情緒に大きな影響を与えるということも分か

っています。 

この『非認知能力』を育むことは難しいことではありません。研究結果にあるように「親とのあたたかい関係」や「家庭内で責任をもってかかわ

った体験」などが非認知能力を育みます。つまり『非認知能力』を高める最も大切な条件は、“乳幼児期から大人に愛されて受け入れられて育

つこと”です。また、“家庭内で責任をもってかかわった体験”とは、親子で遊びを存分に楽しむ、うまくいかず苦しんでいる時に共感の言葉をか

ける、絵本を一緒に読む、家庭内でのお手伝い、地域のゴミ拾いのお手伝い等です。この体験が、社会的な力を伸ばし、子どもたちの人生をよ

り豊かにするとも言われています。 

これまで学校で習ってきた「読み、書き、計算」のような学力や IQで測定できることは「認知能力」と呼ばれています。今後、少子高齢化や人

口減少が進む日本においてそれに対応する力や AI の時代を生き抜くためにも大切な『非認知能力』を育むために、私たち就学前施設に携わ

るすべての大人が一緒になって、子どもたちの『非認知能力』を大切に育んでいきたいと思っています。ぜひご家庭でも、乳幼児期の大切な時

期に愛情いっぱいのシャワーを子どもたちに注いでください。こども園でも、お家の人に負けないぐらいの愛情シャワーを注いでいきたいと思って

います。一緒に子どもたちの成長を支えていきましょう！！ 

 

“大人とのあたたかい関係が「非認知能力」を育む”ってご存じですか？！ 

どこでどんな遊びがあるか、そし
てどこで遊びたいか、自分で決
められるようにクラスボードを使
って遊びを視覚化しています。 

ラキューでつくったコマで、どうやったら長く回るか
友だちと試行錯誤する 4歳児の姿がありました。
バトルが本格的で見ていて面白かったです。 

お気に入りの音楽が鳴ると自然とス
テージへ！音楽に合わせて思う存
分に表現している姿がかわいいです 


